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地
球
の
貴
重
な
水
資
源
を
環
境
汚
染
か
ら
守
ろ
う
！
！

二
〇
一
二
年
、
隣
の
国
韓
国
の
麗
水
（
ヨ
ス
）
に
て

「
生
き
て
い
る
海
、
呼
吸
す
る
沿
岸
」
を
テ
ー
マ
に
世
界
博

覧
会
の
誘
致
を
し
て
来
た
。
地
球
温
暖
化
が
関
心
を
深
め
て

い
る
中
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
か
ら
の
支
援
と
日
本
か

ら
の
支
援
を
受
け
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
候
補
地
を

破
っ
て
、
世
界
博
覧
会
が
麗
水
に
て
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。

最
近
、
特
に
森
林
の
破
壊
だ
け
で
な
く
、
海
の
汚
染
の
問
題

も
世
界
的
に
関
心
を
集
め
て
お
り
、
海
洋
の
、
川
の
水
を
保

護
す
る
事
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
南
北
米
福
地
開
発
協
会

で
も
本
年
は
森
林
や
希
少
動
物
の
保
護
な
ど
の
活
動
と
共
に

海
や
川
の
環
境
を
保
護
す
る
事
の
重
要
性
を
訴
え
、
そ
の
た

め
の
活
動
を
進
め
る
事
を
計
画
し
て
い
る
。
。
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こ
れ
ら
の
汚
染
物
質
は
、
長
期
に
わ
た
り
海
洋

に
残
り
、
海
流
に
乗
っ
て
世
界
全
体
に
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
汚
染
物
質
は
魚
や
ク
ジ
ラ
な
ど
の
体

に
蓄
積
し
て
、
彼
ら
の
生
命
を
脅
か
す
だ
け
で
な

く
、
海
洋
生
態
系
全
体
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
私
た
ち
が
食
べ
る
シ
ー
フ
ー
ド
を
通

じ
て
、
人
間
の
健
康
や
生
命
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

『
麗
水
は
地
球
温
暖
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
「
生

き
て
い
る
海
、
息
づ
く
海
岸
」
を
守
る
と
い
う
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
環
境
問
題
の
重
要
性
を
訴
え
て
開
催

地
に
選
ば
れ
た
だ
け
に
、
今
後
は
国
際
海
洋
環
境

都
市
と
し
て
の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
総
力
を
尽
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

豊
か
な
海
を
守
る
た
め
に
今
す
べ
き
こ
と
を
提

示
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
投
資
し
て
い
く
べ
き
だ
。
ま

た
展
示
場
や
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
・
整
備
を
徹
底
し

て
行
い
、
南
海
（
東
シ
ナ
海
）
の
美
し
さ
が
実
感

で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と

だ
ろ
う
。

南
海
岸
の
真
ん
中
、
嶺
南
地
域
（
慶
尚
道
）
と

湖
南
地
域
（
全
羅
道
）
の
境
界
線
に
位
置
す
る
麗

水
は
、
今
後
は
全
羅
南
道
の
一
都
市
で
は
な
く
、

南
海
岸
の
新
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
嶺
南
・
湖
南
は
も
ち
ろ
ん
、
済
州
ま
で
を

つ
な
ぐ
地
域
融
和
の
中
心
地
と
な
る
の
だ
。
』

朝
鮮
日
報
／
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鮮
日
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十
一
月
二
十
八
日
の

記
事

麗水の港

、
韓
国
南
部
全
羅
南
道
の
先
端
に
位
置
す
る
麗
水

は
、
人
口
三
十
二
万
千
人
の
沿
岸
都
市
。
「
生
き

て
い
る
海
、
呼
吸
す
る
沿
岸
」
を
テ
ー
マ
に
、
海

洋
に
お
け
る
持
続
可
能
性
や
種
の
多
様
性
の
保
全
、

温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
な
ど
へ
の
解
決
策
を
提

示
し
合
う
場
に
し
た
い
と
し
て
い
る
。

「
国
連
海
洋
法
条
約
」
で
は
、
海
洋
汚
染
の
原
因

を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

①
陸
か
ら
の
汚
染
（
河
川
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど

を
通
じ
て
川
に
流
れ
込
む
工
場
や
家
庭
か
ら
の
汚

染
物
に
よ
る
も
の
）

②
海
底
資
源
探
査
や
沿
岸
域
の
開
発
な
ど
の
活
動

に
よ
る
生
態
系
の
破
壊
、
汚
染
物
質
の
海
へ
の
流

入
な
ど

③
投
棄
に
よ
る
汚
染
（
陸
上
で
発
生
す
る
廃
棄
物

を
海
洋
に
投
棄
す
る
こ
と
に
よ
る
汚
染)

④
船
舶
か
ら
の
汚
染
（
船
舶
の
運
行
に
伴
っ
て
生

じ
る
油
、
有
害
液
体
物
質
、
廃
物
な
ど
の
排
出
に

よ
る
汚
染)

⑤
大
気
を
通
じ
て
の
汚
染
（
大
気
汚
染
物
質
が
雨

な
ど
と
と
も
に
海
洋
に
達
し
て
生
じ
る
汚
染
な
ど
）

私
た
ち
人
間
の
作
り
出
し
た
化
学
物
質
や
廃
棄

物
に
よ
る
環
境
汚
染
は
、
地
球
全
体
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
海
洋
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
様
々
な
有
害
化
学
物
質
や
、
原
子
力
発
電
所

な
ど
核
施
設
か
ら
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
、
ア

ル
ミ
ナ
工
場
か
ら
出
る
赤
泥
（
せ
き
で
い
）
、
廃

棄
物
処
理
場
や
鉱
山
な
ど
か
ら
流
出
す
る
水
銀
な

ど
、
今
も
た
く
さ
ん
の
汚
染
物
質
が
海
に
捨
て
ら

れ
、
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。



見て分かる地球環境 (ｐ６８ )
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一
日
環
境
セ
ミ
ナ
ー
御
案
内

日
時

二
〇
〇
八
年
一
月
十
九
日
（
土
）

場
所

南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
局

参
加
費

二
千
円
（
昼
食
付
き
）

研
修
内
容

午
前
中

『
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
意
義
』

地
球
の
緑
を
守
る
会

事
務
局
長

戸
石
文
夫

午
後

『
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
』

南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
局
長

柴
沼
邦
彦

『
今
回
、
半
年
ぶ
り
に
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
前

回
よ
り
植
林
の
重
要
性
が
良
く
わ
か
っ
た
。
少
人

数
の
ク
ラ
ス
で
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
イ
シ
ョ
ン

で
き
た
の
も
良
か
っ
た
。
植
林
が
環
境
問
題
を
解

決
す
る
主
要
な
解
決
法
で
あ
る
こ
と
。
環
境
問
題

は
本
当
に
色
々
な
現
象
が
起
き
て
い
て
、
国
連
も

政
府
も
企
業
も
注
目
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
こ
と
。

「
一
番
は
地
球
に
恩
返
し
た
い
」
と
い
う
心
を
持

ち
実
践
し
た
い
と
思
っ
た
。
』

大
学
生

『
レ
ダ
開
発
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
も
お
話
を
聞

い
た
り
、
植
樹
を
協
力
し
て
は
い
ま
し
た
が
、
は
っ

き
り
と
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
参
加
し
て
、
そ
の
点
が
ハ
ッ

キ
リ
し
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
』

主
婦

『
私
は
今
年
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に
応
募
し

ま
し
た
が
、
事
情
が
あ
り
行
く
事
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

て
、
来
年
か
再
来
年
に
は
行
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
環
境
問
題
は
植
樹
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
球
が
ま
た
元
気
に
な
る
と
聞
い
て
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
っ
て
植
樹
に

協
力
す
れ
ば
ま
た
、
美
し
い
地
球
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
自
然
を
心
か
ら
愛
す
る
者
と
し
て
、
ま
ず
、

周
り
の
人
た
ち
に
伝
え
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
』

大
学
生

ア
メ
リ
カ
の
会
員
と
の
交
流
会
（
十
二
月
九
日
）

アメリカ在住の南北米福地開発協会の神山会長と

２００８年度の計画を話し合う飯野事務総長

事務総長はその後、南米、レダに向け出発した。

来年は後継者の育成に力を入れることを確認した。

アメリカの会員に２００７年度の活動報告

をする飯野事務総長。今後、アメリカより

パンタナールへのエコツアーの推進と植樹

活動を活発化することを話し合った。

一
日
環
境
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
感
想
（
十
二
／
十
六
）


